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調査研究実績 

の概要○○○ 

本研究では，異なる主張を一つに収束させる合意形成課題を対象に，実映像対話にお

いて身体的引き込み機能を有する観客キャラクタの効果を確認した．観客キャラクタが

対話相手の分身だと知覚させることを目的に，対話相手の周りに配置した複数の観客キ

ャラクタに対話相手の顔画像を合成した実映像対話システムを構築し，プロトタイプの

評価実験及びコミュニケーション実験により，対話促進や，合意形成対話での主張の促

進に対して評価されるなど，システムの有効性を確認した．本研究で構築した観客キャ

ラクタの動作は発話音声に基づく自動生成による反応動作であり，相手や自己の発話内

容には関係しない．この引き込み反応キャラクタの直接的な効果としては発話支援とい

えるが，その発話支援を行うことで話者が十分に主張できたという感覚につながり，シ

ステムが肯定的に評価されたものと考えられる．相手との実映像対話に対するキャラク

タの介在であり，合意形成の収束方向を誘導することは全く行っていないにもかかわら

ず，収束方向に影響を与える可能性がある結果となった．またビデオ面接など初対面の

相手との緊張緩和を含め，実映像対話における観客キャラクタによる発話支援の応用展

開が期待される． 

 



 

調査研究実績 

の概要○○○ 

 またキャラクタの動作表現の検討として，従来著者らが開発してきた発話音声からコ

ミュニケーション動作を自動生成する音声駆動型身体的引き込みキャラクタInterActor

に音声認識を導入し，音声認識により得られた文章をもとに発話内容の正負の感情を推

定することで，キャラクタに反応動作を付与させることで使用者の負の感情を緩和，ま

たは正の感情を促進させる身体的引き込みキャラクタシステムを開発している．使用者

が対話エージェントとしてのCG キャラクタに話しかけると，キャラクタはうなずきな

どの身体的引き込み動作を行う．うなずきは肯定的な意味を連想させるため，使用者が

負の感情を含んだ発話を行った場合，使用者の負の感情が肯定されてしまい，さらなる

負のイメージを使用者に与えてしまう可能性がある．そこで，従来のInterActorの身体

的引き込み動作に加えて，音声認識を併用して発話文の単語の感情極性から使用者の感

情を推定し，それに対応した反応動作を生成する．使用者の否定的な発言に対しては，

うなずくのではなく負の感情を緩和させる否定的な動作を行うことで，リズム同調を保

ちつつ負の感情の抑制を促す．また肯定的な発言に対しては，正の感情を盛り上げる動

作を行うことで正の感情がより促進される．これらの機能を用いることで，使用者の会

話意欲の促進が可能となる． 
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